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６月 定 例 会

1
梅田 利和

議員

◦ 校内の安全性確保のための取

り組み

6
ペ
ー
ジ

2
片山 瞬次郎

議員

◦ 未来をつくる若者たちへの支援
とふるさと小松について

◦ コロナ禍を踏まえての防災・減
災対策について

◦ 在宅介護の現場でのコロナ対策
について

◦ ＧＩＧＡスクール構想の前倒し及
び、小中学校の再開について

6
ペ
ー
ジ

3
二木　攻

議員
◦ 水郷・木場潟環境について

7
ペ
ー
ジ

4
川崎 順次

議員

◦ 感染症と自然災害が重なった

時の避難所の対応

◦ もっと予算を投入すべき

◦ 全国スポーツ大会の中止につ

いて

7
ペ
ー
ジ

5
吉田 寛治

議員

◦  ＳＤＧｓの小松市の取り組みに

ついて

8
ペ
ー
ジ

6
宮川 吉男

議員

◦ 新型コロナウイルス感染症対

応・対策について

◦ 木場潟でのＳＤＧｓ推進

8
ペ
ー
ジ

7
南藤 陽一

議員

◦ マイナンバーカードの普及に

ついて

◦ キャッシュレス社会の実現に

向けて

◦ 小松市持続化給付金について

9
ペ
ー
ジ

8
吉本 慎太郎

議員
◦「小松」GO TO「小松」！

9
ペ
ー
ジ

9
木下 裕介

議員

◦市民サービスをより便利に

◦ 新型コロナ以外の感染症対策は

◦読み易く分かり易い公文書を

◦ブックスタートについて

◦ 新しい生活様式における図書館

◦ごみダイエット袋をレジ袋に

10
ペ
ー
ジ

10
岡山 晃宏

議員

◦ ＧＩＧＡスクール構想の早期実

現に向けて

◦ 市税の徴収猶予と軽減措置に

ついて

10
ペ
ー
ジ

11
橋本 米子

議員

◦ 学校再開にあたって児童・生徒

への学習支援について

◦災害に強いまちづくりについて

◦ 小松市の特定健康診査及び長寿

健康診査について

◦ 市営木曽町住宅跡地の活用策

11
ペ
ー
ジ

12
東　浩一

議員

◦ 小松市の災害時ウイルス感染

症対策の取り組みについて

◦ 有害鳥獣対策について

◦ 小松の農林水産業への取り組

みについて

11
ペ
ー
ジ

13
竹田 良平

議員

◦ 小松市民病院への支援について

◦ 明峰駅の利便性向上について

◦ 飲食業等賃料補助金について

12
ペ
ー
ジ

14
円地 仁志

議員
◦コンターの見直しについて

12
ペ
ー
ジ

15
吉村 範明

議員

◦人口の現状について

◦ ビジョンに基づいた施策につ

いて

◦ 校下別人口の現状とそれを踏

まえた次の展開について

13
ペ
ー
ジ

16
宮西 健吉

議員

◦ 市の新生児特別給付金につ

いて

◦予防接種について

13
ペ
ー
ジ

16人が

質問しました。
一括質問

一問一答
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市政 Ｑ＆Ａ一般質問

◆
未
来
を
つ
く
る
若
者
た
ち
へ
の
支

援
と
ふ
る
さ
と
小
松
に
つ
い
て

未
来
を
つ
く
る
若
者
た
ち
へ
支
援

と
学
習
エ
ー
ル
応
援
金
の
所
感
は
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
学
ぶ
学
生
に
外

か
ら
本
市
を
見
直
し
て
も
ら
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た
い
。
学

習
エ
ー
ル
応
援
金
は
全
体
の
約
８
割
が
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
を
し
、
新
し
い
行
政
の
在

り
方
を
痛
感
し
た
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
て
の
防
災
・

減
災
対
策
に
つ
い
て

分
散
避
難
の
考
え
方
と
避
難
訓
練

は
。

避
難
所
以
外
に
避
難
す
る
分
散
避

難
は
、
日
頃
か
ら
家
族
で
話
し
合
い

取
り
入
れ
て
欲
し
い
。
今
後
の
避
難
訓
練
は
、

感
染
症
対
策
を
当
然
考
慮
し
て
い
く
。

避
難
所
で
の
避
難
者
健
康
管
理
と
感

染
予
防
の
た
め
の
衛
生
環
境
整
備
は
。

受
付
で
、
隔
離
避
難
が
必
要
な
人

と
エ
リ
ア
を
分
け
る
。
空
間
除
菌

効
果
の
あ
る
オ
ゾ
ン
空
気
清
浄
機
等
を
整

備
し
、
今
後
も
随
時
追
加
し
て
い
く
。

◆
在
宅
介
護
の
現
場
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
に
つ
い
て

訪
問
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通
所
介
護
）

等
、
在
宅
介
護
支
援
の
方
向
性
は
。

布
製
マ
ス
ク
の
配
布
、
施
設
整
備

に
対
す
る
助
成
や
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
の
支
援
に
取
り
組
む
。

◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し

及
び
、
小
中
学
校
の
再
開
に
つ
い
て

前
倒
し
は
順
調
に
行
え
る
か
。

令
和
２
年
中
の
整
備
に
努
め
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
考
え
は
。

現
在
は
今
回
の
臨
時
休
校
の
よ
う

な
緊
急
時
で
の
活
用
を
想
定
し
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
３
～
５
月
の

学
校
休
校
に
よ
る
授
業
の
遅
れ
は
。

夏
休
み
、
冬
休
み
を
短
縮
し
授
業

時
数
に
充
て
る
こ
と
で
、
８
月
ま

で
で
遅
れ
を
取
り
戻
せ
る
と
考
え
る
。

学
校
内
行
事
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

最
善
の
よ
り
よ
い
行
事
に
す
る
た

め
学
校
全
体
で
考
え
て
い
き
た
い
。

小
学
校
に
お
け
る
体
育
専
科
に
対

す
る
考
え
は
。

体
を
動
か
す
楽
し
さ
や
・
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
大
事
な
目
標
と
な

っ
て
お
り
、
子
供
を
よ
く
知
る
学
級
担
任

が
最
適
と
考
え
て
い
る
。

◆
校
内
の
安
全
性
確
保
の
た
め
の
取

り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
と
授
業
の
両
立
に
つ
い
て
。

児
童
生
徒
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
手

洗
い
の
徹
底
、
ド
ア
・
手
す
り
・

共
有
教
材
の
消
毒
等
、
基
本
的
な
こ
と
は

全
て
徹
底
し
実
施
し
て
い
る
。
教
員
は
緊

急
時
に
お
い
て
も
子
供
た
ち
の
学
び
を
止

め
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
意
欲
的
に

学
べ
る
よ
う
授
業
の
進
め
方
を
日
々
研
究

し
て
い
る
。
市
教
委
で
は
、
会
議
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
等
で
、
教
員
が
学
校
で
指
導
に

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
対
応
で
き
る
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。

臨
時
休
校
中
の
家
庭
学
習
の
評
価

に
つ
い
て
。

基
礎
基
本
の
課
題
や
、
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
る
た
め
に
学
習
内
容
を

組
み
込
ん
だ
時
間
割
を
作
成
し
配
布
。
教

員
が
中
学
生
向
け
の
授
業
動
画
を
作
成
し
、

希
望
す
る
生
徒
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
た
。

教
員
に
よ
り
定
期
的
に
学
習
の
進
捗
を
確

認
し
、
丁
寧
に
評
価
し
て
、
児
童
生
徒
の

学
習
へ
の
意
欲
の
継
続
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

心
の
ケ
ア
や
虐
待
防
止
対
策
に
つ

い
て
。

様
々
な
不
安
を
抱
く
児
童
生
徒
に

対
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
の
専
門
家
の
面
談
体
制
も
整
え
て
い
る
。

虐
待
等
の
配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
は
休

校
中
、
教
員
が
家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
を

行
い
、
心
身
の
状
況
把
握
を
行
い
、
専
門

機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
き
た
。

体
育
、
運
動
部
活
動
に
つ
い
て
。

体
育
は
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
実
施
に

つ
い
て
は
十
分
な
準
備
運
動
、
共
有
の
用

具
・
器
具
の
使
用
前
後
の
適
切
な
消
毒
と

手
洗
い
等
を
行
い
、
子
供
た
ち
の
安
全
確

保
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
遵
守
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
３
密
を
防
ぐ
体
育
授
業
の

支
援
と
し
て
、
動
画
を
作
成
し
各
学
校
へ

配
布
す
る
。
運
動
部
の
活
動
は
原
則
、
水
・

土
曜
日
を
休
養
日
と
し
、
活
動
時
間
は
短

縮
し
、
徐
々
に
増
や
し
て
い
く
。

運
動
会
等
の
学
校
行
事
に
つ
い
て
。

行
事
に
関
し
て
、
国
・
県
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
安
全
を
第
一
に

延
期
や
規
模
縮
小
を
提
案
し
て
い
る
。
市

と
し
て
児
童
生
徒
に
と
っ
て
思
い
出
に
残

る
行
事
と
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

梅
田　

利
和
（
う
め
だ 

と
し
か
ず
）
議
員

コ
ロ
ナ
禍
対
応　

学
校
再
開

一
括
質
問

片
山　

瞬
次
郎
（
か
た
や
ま 

し
ゅ
ん
じ
ろ
う
）
議
員

高
校
・
大
学
生
等
の

学
習
エ
ー
ル
制
度
の
対
象
が
拡
充

一
括
質
問
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市政 Ｑ＆Ａ 一般質問

◆
感
染
症
と
自
然
災
害
が
重
な
っ
た

時
の
避
難
所
の
対
応

衛
生
用
備
品
の
整
備
は
市
指
定
避

難
所
に
限
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
大
切
な
予
算
、

税
金
を
な
ぜ
差
別
化
す
る
の
か
。
今
後
は

第
２
波
に
備
え
た
対
策
と
経
済
支
援
が
大

切
だ
。

小
松
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
学
校
・
地
区
体
育
館
等
、
約

70
ヵ
所
を
指
定
避
難
所
と
し
て
い
る
。
今

回
オ
ゾ
ン
空
気
清
浄
機
等
を
整
備
し
感
染

症
予
防
に
努
め
た
い
。
公
民
館
等
は
各
町

内
、
自
主
防
災
組
織
が
認
定
し
た
一
時
避

難
所
で
、
そ
の
防
災
対
策
、
備
品
の
整
備

は
、
は
つ
ら
つ
環
境
助
成
金
を
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

◆
も
っ
と
予
算
を
投
入
す
べ
き

第
２
波
に
備
え
様
々
な
制
限
を
な

く
し
、
給
食
費
を
９
月
ま
で
無
償

化
、
上
水
道
の
基
本
料
金
を
４
ヵ
月
免
除

や
、
一
人
一
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

し
て
は
ど
う
か
。

国
・
県
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
制

度
の
小
さ
な
隙
間
を
個
別
に
全
部

対
応
で
き
る
よ
う
順
番
に
行
っ
て
き
た
。

個
々
の
店
舗
が
持
続
し
、
賑
わ
う
よ
う
、

出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
し
た
い
。

部
長
に
予
算
権
限
を
与
え
、
す
べ

て
の
責
任
は
私
が
取
る
と
い
う
く

ら
い
の
気
持
ち
が
必
要
で
は
な
い
か
。

予
算
編
成
は
各
部
、
課
よ
り
の
提

案
が
あ
り
優
先
順
位
を
決
め
て
や

っ
て
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
権
限
を
持
っ
て
責

任
と
実
行
で
進
め
て
い
る
。

◆
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
中
止
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
北
信
越
大
会
の

中
止
等
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
こ
と
な
く
シ
ー
ズ
ン
が
終
了
し
、
か
わ
い

そ
う
で
な
ら
な
い
。
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
規
模
で
の
大
会
と
何
種
目
お
考
え
か
。

最
高
学
年
の
児
童
生
徒
を
中
心
と

し
て
、
市
内
の
学
校
ま
た
は
競
技

種
目
に
よ
っ
て
は
南
加
賀
エ
リ
ア
ま
で
範

囲
を
拡
大
し
た
い
。
種
目
は
、
約
30
の
競

技
団
体
に
お
い
て
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

入
場
人
数
の
制
限
が
必
要
と
な
る

が
、
プ
ロ
、
ア
マ
大
会
の
試
合
の

施
設
利
用
料
金
は
。

今
回
の
支
援
事
業
の
中
で
プ
ロ
ア

マ
を
問
わ
ず
、
本
市
で
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
が
可
能
と
な
れ
ば
１
０
０
％

助
成
を
行
い
た
い
。

木
場
潟
は
周
辺
を
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
、
今
や
年
間
70

万
人
の

人
々
に
潤
い
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
水
辺

空
間
は
私
た
ち
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。
７
月
に
は
水

郷
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
、
９
月
に
は
、

木
場
潟
宣
言
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
狙
い
と
内
容
は
。

水
郷
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
日

常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
水
に
感

謝
し
、
水
と
と
も
に
生
き
る
環
境
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

内
容
は
「
豊
か
な
自
然
や
豊
富
な
水
を
守

る
」、「
潤
い
の
あ
る
水
辺
空
間
を
創
る
」

等
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え

方
を
基
に
し
た
指
標
を
加
え
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
プ
ラ
ン
と
し

た
い
。
７
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
こ

ま
つ
水
郷
２
０
２
０
ネ
ッ
ト
総
会
に
お
い

て
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
木
場
潟
宣
言

は
小
松
市
内
外
の
人
々
に
木
場
潟
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
い
未
来
の
木
場
潟
の
姿
を

共
有
し
、
木
場
潟
を
愛
す
る
人
を
増
や
し
、

木
場
潟
１
０
０
万
人
構
想
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
内
容
は
カ
ラ
ス

ガ
イ
等
の
水
生
生
物
や
オ
ニ
ビ
シ
等
の
植

物
の
復
活
状
況
、
水
質
指
標
で
あ
る
化
学

的
酸
素
要
求
量
の
改
善
状
況
を
市
民
や
専

門
家
と
と
も
に
検
証
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

５
月
に
流
し
舟
を
入
手
し
、
木
場

潟
、
前
川
で
活
用
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
活
用
方
法
は
。

加
賀
市
の
大
聖
寺
川
で
運
航
さ
れ

て
い
た
も
の
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
歴
町

セ
ン
タ
ー
大
聖
寺
よ
り
寄
附
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
は
き
れ
い
に
改
修
し
、

屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ー
ト
を
設
置
、
太
陽

光
発
電
を
行
う
こ
と
で
地
球
温
暖
化
防
止

に
も
配
慮
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
も
の
と

す
る
予
定
で
あ
る
。
当
面
は
南
園
地
周
辺

で
運
航
す
る
こ
と
と
し
、
水
郷
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
や
木
場
潟
宣
言
を
踏
ま
え
、
環

境
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
等
で
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。

二
木　

攻
（
ふ
た
ぎ 

お
さ
む
）
議
員

水
郷
・
木
場
潟
環
境
に
つ
い
て

一
括
質
問

川
崎　

順
次
（
か
わ
さ
き 

じ
ゅ
ん
じ
）
議
員

見
せ
か
け
の
コ
ロ
ナ
対
策
に

な
ら
な
い
よ
う
に
！

一
括
質
問

春の木場潟
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◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
・
対
策
に
つ
い
て

小
中
学
校
再
開
に
つ
い
て
夏
休
み

の
授
業
で
、
４
･
５
月
分
の
遅
れ

を
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
。
児
童
生
徒
、
先

生
に
負
担
増
に
な
ら
な
い
か
。

夏
季
・
冬
季
休
業
中
、
水
曜
日
の
５
、

６
限
授
業
等
を
活
用
し
、
カ
バ
ー

す
る
。
教
員
の
負
担
は
、
研
修
等
の
中
止
、

延
期
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
短
縮
等
で
対

応
。
児
童
生
徒
は
、
状
況
に
応
じ
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

運
動
・
文
化
ク
ラ
ブ
の
大
会
が
殆

ど
中
止
に
な
っ
て
い
る
中
、
今
後

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
大
会
の
構
築
と

支
援
は
。
特
に
中
学
３
年
生
に
対
し
て
は
。

２
０
２
０　

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ　

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
大
会
運
営
費
等
の
支
援
に
よ
り
、
中

体
連
と
小
松
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
協
力
、

代
替
大
会
を
計
画
。
文
化
部
も
学
校
等
で

発
表
の
機
会
を
設
け
る
。

第
２
波
の
襲
来
等
で
、
生
徒
、
先
生

か
ら
感
染
症
が
出
た
時
の
指
針
は
。

国
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、

専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
、
迅
速
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

感
染
、
熱
中
症
予
防
に
お
け
る
夏

場
で
の
マ
ス
ク
着
用
対
応
は
。

小
中
学
校
は
空
調
設
備
で
の
温
度

管
理
、
換
気
や
水
分
補
給
等
で
予
防
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
濃
密
状
況

で
の
運
営
で
あ
り
ま
す
が
、
現
状

把
握
や
感
染
防
止
対
策
へ
の
支
援
は
。
ま

た
感
染
症
発
生
時
の
対
応
策
は
。

環
境
整
備
や
空
気
清
浄
機
の
設
置
、

手
洗
い
場
の
自
動
水
栓
化
等
、
市

保
健
師
等
が
全
ク
ラ
ブ
を
巡
回
し
、
指
導
。

避
難
所
の
感
染
予
防
対
策
に
つ
い

て
、
市
民
が
安
心
し
て
避
難
で
き

る
為
に
３
密
対
策
は
万
全
か
。

利
用
機
会
が
多
い
避
難
所
は
、
動

線
の
指
定
や
エ
リ
ア
分
け
は
完
了
。

そ
の
他
の
避
難
所
の
作
業
を
進
め
る
。

◆
木
場
潟
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

舟
運
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
の
概
要
と

事
業
主
体
は
。

流
し
舟
は
、
南
園
地
周
辺
に
お
い

て
運
航
。
観
光
、
環
境
学
習
や
イ

ベ
ン
ト
等
で
活
用
。
事
業
主
体
は
、
公
益

財
団
法
人
木
場
潟
公
園
協
会
を
想
定
。

水
郷
木
場
潟
来
訪
者
１
０
０
万
人

へ
期
待
す
る
。

湖
面
利
用
と
里
山
再
生
に
よ
る
魅

力
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
利
用
客
増
を

図
る
。

小
松
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
未
来

都
市
計
画
等
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
民
や
一
般
企
業
は
、
小
松
市

が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
関
心
が
薄

く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
何

か
と
い
う
こ
と
も
知
ら
な
い
方
が
多
い
実

情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
ど
れ

だ
け
本
気
で
、
市
が
、
あ
る
い
は
市
長
が
、

環
境
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
が
、

未
来
を
作
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

小
松
市
が
９
年
後
に
日
本
一
の
ま
ち
と

な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

市
長
そ
し
て
、
市
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な

っ
て
、
本
気
で
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

市
長
は
、
市
民
に
知
ら
せ
、
一
緒
に
行

動
を
起
こ
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
お
考
え
か
。

今
回
の
こ
の
コ
ロ
ナ
関
連
で
、
環

境
の
大
事
さ
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
の
大
事
さ
を
実
感
し
た
。
各
一
人
一
人

が
地
域
を
守
り
、
子
供
た
ち
や
、
シ
ニ
ア

の
皆
さ
ん
が
健
康
に
な
る
よ
う
進
め
て
い

く
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
あ
る
。

　

今
年
の
11
月
に
は
、
第
２
回
目
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
大
会
を

開
催
予
定
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
も
ま
と
め
て
い
る
。

　

市
内
で
は
す
で
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（E

n
v
iro
n

m
e
n
t

：
環
境
、S

o
c
ia
l

：
社
会
、G
o
v
e
r

n
a
n
c
e

：
ガ
バ
ナ
ン
ス
）に
取
り
組
む
事
業

所
も
あ
り
、
こ
れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
同
列
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な

企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
を
し
て
い
る
。
こ

れ
を
業
界
全
体
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、

重
要
で
あ
る
。

　

小
松
市
は
昨
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
選
ば
れ
た
。
多
く
の
大
学
、
企
業
、
世

界
的
に
活
躍
し
て
い
る
い
ろ
ん
な
研
究
機

関
か
ら
提
案
や
支
援
が
あ
る
。
知
恵
と
、

後
押
し
に
よ
り
、
日
本
一
に
し
て
い
く
心

意
気
を
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
と
共
有

し
た
い
。

宮
川　

吉
男
（
み
や
か
わ 

よ
し
お
）
議
員

授
業
遅
れ
の
カ
バ
ー
と

児
童
生
徒
先
生
の
負
担
へ
の
配
慮
を

一
括
質
問

吉
田　

寛
治
（
よ
し
だ 

か
ん
じ
）
議
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

小
松
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一
括
質
問


